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実習目的や目標が達成できた」は〔まったくそうである〕

25人（34.7%）、〔だいたいそうである〕45人（62.5%）で

あり、“そうである”は70人(97.2%)であった。

　「母性及び小児看護学実習の合同カンファレンスは

意義があった」は〔まったくそうである〕22人（30.6%）、〔だ

いたいそうである〕40人（55.6%）であり、“そうである”

は62人(86.1%)であった（表12）。

　合同カンファレンスの学びや感想として自由記載で

は、良かった点と今後工夫が必要な点の内容であった

（表13)。

（3）2年間の学生の学び

　平成26年度及び平成27年度のカンファレンスで共通

して実施したことは、実習グループ毎の発表であった。

2年間の評価を集計した。「発表準備への取り組みは積

極的だった」は〔まったくそうである〕63人（53.4%）〔だ

いたいそうである〕52人（44.1%）で、“そうである”115

人（97.5%）であり、平成27年度は平成26年度より0.6

ポイント減少していた（図1）。

　「学びを発表で伝えられた」は〔全くそうである〕48

人（38.1%）〔だいたいそうである〕64人（54.2%）で、“そ

うである”は112人（94.9%）であり、平成27年度は平

成26年度より2.7ポイント増加していた。（図2）。「グルー

プワークでメンバーの一員として役割を果たすことが

できた」は〔まったくそうである〕60人（50.8%）〔だい

たいそうである〕53人（44.9%）で、“そうである”113

人（95.8%）であり、平成27年度は平成26年度より3.4

ポイント減少していた。（図3）。

　「協力して発表できた」は〔まったくそうである〕72

人（61.0%）〔だいたいそうである〕38人（32.2%）で、“そ

うである”は110人（93.2%）であり、平成27年度は平

成26年度より11.1ポイント減少していた。（図4）。

　「参加して学びが深まった」は、〔まったくそうである〕

70人（59.3%）、〔だいたいそうである〕47人（39.8%）で

“そうである”は117人（99.2%）であり、平成27年度は

平成26年度より2.2ポイント増加していた。（図5）。「学

びは有意義だった」は〔まったくそうである〕42人（35.6%）

〔だいたいそうである〕66人（55.9%）で“そうである”

は108人（91.5%）であり、平成27年度は平成26年度よ

り8.5ポイント減少していた（図6）。
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６．考察

　母性看護学実習と小児看護学実習の複数の実習病

院が概ね同一病院だったため、各病院や患者・対象

者の特徴、ケアの実際について合同でカンファレンス

を行い、母性・小児看護学実習のまとめとした。3年

次の実習期間を通して複数の実習施設に分散したた

め、3年次でのすべての実習終了後にカンファレンスを

行った。

（1）平成26年度

　最も多いのは、「発表はグループで協力してできた

100%、「カンファレンスの学びは有意義だった」100%、「今

後も合同カンファレンスは必要である」100%であった。

次に「発表準備への取り組みは積極的だった」97.8%、

「グループワークではメンバーの一員として役割が果た

せた」97.8%、「参加して学びが深まった」97.8%の順で

あった。どの項目も高い割合であり、学生はカンファ

レンスではグループで協力して発表し、他のグループ

の学びを共有し有意義だったと捉えていた。

　また、「合同カンファレンスの時期は適切だった」

95.7%、「カンファレンスの方法は適切であった」95.7%

であったが、自由記載で、「母性及び小児看護学実習後、

早めにしたかった」という意見があったが、全体の実

習終了後でなければ、各施設での振り返りができない

ためやむを得ないと考えた。「発表では学んだことが伝

えられた」93.5%、「準備の時間は適切だった」87.0%で

ありカンファレンスの準備時間は課題だと考える。

（2）平成27年度

　平成26年度より学生数が増えたが、カンファレンス

の時間数は平成26年度と同じ時間数で実施した。実習

グループでの討議や発表準備の時間は同じであった

が、母性と小児の発表後に、実習病院を混合したメン

バーでのグループワークとまとめを行った。

　実習グループ毎の学生の学びでは、最も多いのは、

「参加して学びが深まった」100%であり、次に「発表準

備への取り組みは積極的だった」97.2%、「発表では学

んだことが伝えられた」95.9%、「グループワークでは

メンバーの一員として役割が果たせた」94.4%、「発表

はグループで協力してできた」88.9%、「カンファレン

スの学びは有意義だった」86.2%であった。

　実習病院を混合したグループでの学びは、「混合グ

ループでのグループワークでは学びが深まった」94.4%

であり、次に「混合グループのグループワークでは積

極的に発言できた」88.9%であった。実習グループより

も割合が低い結果であったのは、1年間通してのグルー

プでのワークと直前に決まったグループでの討議との

違いと考える。

　全体発表では、「母性及び小児の実習目的や目標が

達成できた」97.2%であり、次に「全体発表や全体討

議では、学びが深まった」91.7%であった。

　合同カンファレンスに対する意見で、「カンファレン

ス時期を早くしてほしい」があるが、実習計画上はや

むを得ないが、カンファレンス内容や方法について早
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くオリエンテーションをする必要があったと考える。

（3）2年間の学生の学び

　平成26年度と平成27年度を集計した結果、最も多い

のは「参加して学びが深まった」99.2%であり、次に「発

表準備への取り組みは積極的だった」97.5%、「グルー

プワークでメンバーの一員として役割を果たすこと

ができた」95.8%、「学びを発表で伝えられた」94.9%、

「協力して発表できた」93.2%、「学びは有意義だった」

91.5%の順であった。

　2年間を通して、初年度である平成26年度の学生評

価の方が平成27年度に比べて、概ね高い割合を示して

いる。平成27年度の方が高い割合を示した項目は、「学

びを発表で伝えられた」、「参加して学びが深まった」

の2項目であった。調査した項目すべてで80%以上が〔そ

うである〕と答えていること、自由記載での学びからも、

まとめのカンファレンスを行ったことは母性看護学実

習、小児看護学実習共に効果があったと考えられる。

それは、異なる実習施設での老年看護学実習終了時に

まとめをすることの意義が報告4) 5)されていると同様と

考える。

７．今後の課題

　複数の施設に分散して行った実習経験や学びが共

有できたカンファレンスであった。しかし今後の課題

として、次の3点の検討が必要である。①実習目標と直

接関連させた発表内容とする②カンファレンス内容や

方法についてのオリエンテーションを早期に行うこと

③討議方法や発表時間の工夫。

　今後も実習のまとめとして、より学びの深まるカン

ファレンスに取り組むことが必要と考える。 
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